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 18 世紀のヨーロッパで経済活動に成功して経済力を手に入れた市民は、その財力で
支配者の王侯から政治力をも獲得しました。お金や地位を得て満足した市民の中に、
何か足りないと感じた一部の市民は、心（animi）を耕し（cultura）て精神的豊かさ
（cultura animi）を求めようとしました。彼らは、こうして得た心の豊かさを、略して
culture と呼びました。それを社会では「文化」と記し、個人の場合は「教養」と訳して
います。 

人生の中段で経済的また社会的な力を修得された皆さんに、この第三の力「教養」
を獲得していただくための、阪神地域を代表する学びの場が、このシニアカレッジで
す。 

「知は生命の泉なり」とソロモン大王は言いました。教養は生きる力の大きな源泉
です。現代世界の中でパンデミックや紛争を見るにつけ「国際理解学科」や「健康学
科」の意義が痛感されますし、混乱を超えた本来のやすらぎを求める時、「園芸学
科」や「阪神ひと・まち創造講座」の役割が認識されるでしょう。 

今年も 190 名の新入生を迎えて、合計 630 名の皆さんが、熱心な講師による講義、27
に及ぶクラブ活動を通じ楽しい日々を送っておられます。事務局スタッフの支援も強
力です。 

さあ、あなたもこの学びの輪に参加されませんか。 

  

兵庫県阪神シニアカレッジ 

 

                         学長 

 

 
 
 
 
 
 
 



 

  



 

 

 

 

公益財団法人兵庫県生きがい創造協会が兵庫県の支援を受けて運営する、シニアのための「学びの

場」です。 

平成９年（1997 年）に開学し、これまでに約３千５百人の卒業生を輩出しています。 

園芸、健康、国際理解の３つの４年制学科と、阪神ひと・まち創造講座の２年制講座があります。 

各学科では常に学習プログラムを見直し、各分野の最新の知見を有する講師による講義を実施して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教 室 

屋上農園 

阪神シニアカレッジの概要 

１F ウエルカムガーデン 館 内 



 

 

いつだって 

明日への“ときめき”を 

忘れない 



 

 

カレッジのドアは 

誰にでも 

開いています！ 

  



 

 

 

 

 

 

〇一般教養講座は、園芸学科、健康学科、国際理解学科の全員が各学年ごとに受講しま

す。 

 

 

 

〇人文科学、社会科学、自然科学、芸術・文化・スポーツの各分野において、第一線で活

躍する研究者や経験及び実績豊かな有識者を講師に迎え、幅広いテーマを設定していま

す。 

・現代社会、地域の魅力、豊かさなど社会や人間の在り方等人文・社会科学関係 

・生命、動植物、生物多様性、恐竜、地震、気象、エネルギー、宇宙などの自然科学 

関係 

・音楽、絵画、スポーツなどの芸術・文化等関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 例 

一 般 教 養 講 座 －教養力を高める 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

〇基礎から技術を学び始める入学の時から、グループのみんなで手を携えて『お洒落で楽

しむ家庭園芸』に取り組んでいただきます。 

４年間の講座での学び（１年３０回×４）の知識や技を、その都度身に付けながら収穫を

楽しんでいただけます。 

 

① 野菜、花、果樹、庭木、芝生などの幅広い園芸植物の栽培技術講座 

② 家庭園芸に必要な園芸道具、資材、種、苗などの選び方講座 

③ 「共通的で基本となる作業」のビジュアルな講座 

④ 株分けや増殖、寄せ植えなど「手軽な趣味の園芸」の実演付き講座 

⑤ 重要な園芸作業手順が科学的に身に付く園芸植物の基礎科学講座 

⑥ ＮＨＫ園芸講師など園芸教室講師から学ぶ阪神地域に適した家庭園芸実践技術講座 

⑦ 「地球温暖化時代の家庭園芸」「暮らしの生態系」を利用し育む先端園芸科学講座 

⑧ ベテラン家庭園芸家の「目からウロコ」の知恵の講座 

 

○グループ実習によるスキルアップ指導 

屋上農園で、入学から卒業までの４年間を通して家庭園芸グループ実習に取り組んでい

ただき、基礎技術のスキルアップを目指していただけます。 

学生は、講義の前後の空き時間に１年間を通じて、講義で学んだ技術の実践を基本とし

て、計画的なグループ実習に取り組みます。 

これらのグループ実習には、園芸学科のスタッフが必ず同伴し、細部にわたるまでのプ

ランニング指導や技術指導を行います。 

 

○フィールドワーク 

各学年で実施しています。 

【最近の例】 

神戸市立須磨離宮公園、西宮市北山緑化植物園、宝塚市あいあいパーク、 

尼崎市都市緑化植物園、武庫川女子大学薬学部薬用植物園

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フィールドワーク 講義風景 屋上での実習 

作物や草花の栽培実習をはじめ講師による実演実習 

園 芸 学 科 －花と緑あふれる明日を創る 



 

講 義 例 



 

 

 

 

 

 

 

健康で活動的なシニアライフを営むために「病気」について正しく理解し、健康寿命の

延伸を目指します。 

健康を阻害するさまざまな環境の問題点やその改善方法を学び、日々の健康生活に役立

てます。 

 

○「病気」についての正しい知識・理解 

循環器系・消化器系及び神経系疾患や感染症等の疾病についてその原因と予防について

学びます。 

 

○健康を阻害する様々な要因についての知識 

大気汚染・排出ガス・化学物質・バイオ・繊維製品・低栄養・薬害等について学びま

す。 

 

○健康長寿を実現する実践的知識 

スポーツ科学・心理学・栄養学をはじめ救命救急法や健康トレーニング実技を通じ健康

長寿を実現する実践的知識を学びます。 

 

○生涯を通した学び 

ヨガ・健康トレーニング・リズムダンスなどの身体活動やコミュニケーション・トレー

ニング等を学びながら健康的な身体づくりと仲間づくりを図ります。 

 

○フィールドワーク 

各学年で実施しています。 

【最近の例】 

グリコピア、道修町ミュージアムストリート、灘五郷、神戸布引ハーブ園、有馬温泉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健 康 学 科 

ゴムバンドによる健康トレーニング フィールドワーク(有馬温泉) 

転倒予防の理論と実践 AED を使った救命救急 

－健やかな幸齢者であるために 



 

講 義 例 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

〇４回シリーズ（各学年１講義）で講義内容に連続性を持たせた系統的講座が中心 

４年間を通して世界各地域の特色や現状、課題等に段階的にアプローチ 

講師の幅広い教養と専門的知見で体系的に深く掘り下げて学習 

 

〇世界の現状と課題の理解 

世界の現状の「なぜ？」を各分野の専門家が、豊かな知見をもとに解説 

政治経済、戦争や難民、環境問題など世界の諸問題を最新の国際情勢に基き、様々な視

点から的確に解説 

 

〇世界の諸地域の理解 

世界の諸地域の特性や課題を、風土・歴史・政治・経済・宗教などから多面的に解説 

 

〇国際協力・地域国際化  

国内の外国人との交流、戦争や難民支援などに取り組むきっかけづくり 

・JICA(国際協力機構)関西にて活動体験を聞く 

・日本における難民問題や外国人労働者問題の学習 

・戦争や難民支援の窓口を知る 

 

○フィールドワーク 

各学年で実施しています。 

【最近の例】 

兵庫県立美術館、兵庫県立歴史博物館、神戸市立博物館、国立民族学博物館 

関西大学博物館、JICA関西、京都御所、東寺、西本願寺、東大寺、伊丹ミュージアム 

 

〇音楽の生演奏で辿る世界 

フルート、ヴァイオリン、ピアノの生演奏を世界の音楽やクラシック音楽などの解 

説と関連付けて実施 

  

国 際 理 解 学 科 －世界を知り自らを考える 



 

講 義 例 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

〇阪神地域の歴史、文化、産業、自然などについて学びます。 

 

○ワークショップ等を通じて、自分を知り、人間関係のあり方を学ぶとともに、コミュニ

ケーション力を高めます。 

 

○NPO活動実践者などから、NPO活動、地域活動について学びます。 

 

○グループで地域の課題を考え、解決を図るためのボランティア活動を企画・実践し、そ

の成果を発表します。 

 

 

共に学ぶ仲間づくり 笑いと健康、いきがいづくり 

コミュニケーションスキルアップ 地域学 阪神間の風土と生活史 地域の自然を学ぶ 

笑いとボランティア 

－地域の課題に向き合う 阪神ひと･まち創造講座 



 

【授業の様子】 

 

 

 

 

  

地域活動への参加 

兵庫津近辺の探索 

健康で安心・安全な地域づくり ボランティア・コミュニティビジネス等実践 

武庫川河川敷の植物観察 芦屋の歴史･文化の探索 

企画発表会 活動報告会 活動中のグループ「カルほりclub」 



 

 

 

 

現在２７のクラブが部員同士の交流を深めながら活動中。１０月には日頃の成果の発表のため、 

文化祭が開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カレッジライフを彩るクラブ活動 



 

 

 

 

 

地域活動支援センターでは、カレッジの学生や卒業生の皆さんが行う地域活動、ボランティア活

動、コミュニティビジネスなどをサポートしています。 

令和６年４月現在、３５グループが登録し、様々な活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コミュニティ食堂として、調理、会食、後片付
けまでを地域の子ども達と一緒に取り組んでい
ます。 

認知症予防や啓発活動として、「認認カルタ」
「脳トレカード」「おしゃべりカード」「認認し
おり」の作成、「脳トレ麻雀」「思い出おしゃべ
りサロン」の開催などの活動を行っています。 

市民が集い、憩える場となるように阪急伊丹駅
周辺の花壇を整備したり、阪神北地域のハイキ
ングコースの清掃活動を行っています。 

猪名川河川敷で絶滅危惧種のカワラナデシコの
植生地再生や増殖、保全活動を行っています。 

毎月第２月曜に「なでしこひろば」を開催し、
子供への読み聞かせ、手作りおもちゃでの遊び
や保護者対象に季節に応じたクラフト作りをし
ています。 

地域活動支援センター 

老人会、高齢者福祉等でオカリナ演奏・歌・紙
芝居・朗読・マジック・ゲーム等を見てもら
い、余暇のひと時を楽しんでいただきます。 



 

 

 

 

 

・令和７年４月入学生の卒業までの間の開講日時の基本形は表のとおりとなります。 

・講師の都合、台風や大雨等による休講措置により、開講日時が基本形とは別の曜日・時間に

変更されることがあります。 

・受講料は、前期、後期の２回に分けた納入も可能です。 

・記載の受講料等以外に、フィールドワーク時の交通費、入場料等が別途必要になります。 

・受講料等は今後改定されることがあります。 

  

定員・開講日・受講料等（令和７年４月入学生） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入 学 申 込 方 法  等 



 

 

  



 

 
入 学 申 込 書 

 

令和  年  月  日 

 

ふりがな  性 別 

名  前 

  

男 女 

生年月日 昭和    年    月    日（令和７年４月１日現在     歳） 

現 住 所 

〒 
 
        市  町 

 

電話番号 

 

●第１志望学科または講座を１つだけ○印で囲んでください 

 

  園芸学科   健康学科   国際理解学科   阪神ひと･まち創造講座 

●第２志望のある方は、第２志望学科または講座を１つだけ○印で囲んでください 

（第１志望に落選し、第２志望が定員に達していない場合、自動的に第２志望に内定します） 

 

  園芸学科  健康学科  国際理解学科  阪神ひと･まち創造講座  第２志望なし 

●阪神シニアカレッジを卒業・修了見込の方及び卒業・修了された方は○印で囲んでください 

 （複数ある方は、該当すべてに○印） 

 

  園芸学科（   期）  健康学科（   期）  国際理解学科（   期） 

 

  阪神ひと･まち創造講座（   期） 

カレッジ 

使用欄 
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兵 庫 県 阪 神 シ ニ ア カ レ ⑁ ジ  行  
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